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横須賀市吉井貝塚及び江戸坂貝塚出土資料の放射性炭素年代測定 

－縄文時代早期及び中期の新試料を用いた放射性炭素年代－ 
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Radiocarbon Dating of Materials Excavated from the Yoshii and the 

Edosaka Shell Mound in Yokosuka City 

 

SHIROISHI Tetsuya, NAKAMURA Kentaro, YANAI Hideaki 
 

 筆者らは、三浦半島における⾼精度暦年代の構築を⽬指している。今回、新たに縄
⽂時代早期及び中期の放射性炭素年代測定を実施した。対象遺跡は、横須賀市吉井⾙
塚と横須賀市江⼾坂⾙塚である。分析の結果、吉井⾙塚では約 6144-5470cal BC、江
⼾坂⾙塚では約 3045-2627 cal BC の値が得られた。これは、他地域の結果とも整合的
であり、今後の⾼精度暦年代の構築に向けた重要なデータを得ることができた。 
 

The authors aim to establish high-precision calendar dating in the Miura Peninsula. 
This time, radiocarbon dating of the Early and Middle Jomon Period was newly 
conducted. The target sites are the Yoshii Shell Midden in Yokosuka City and the 
Edosaka Shell Midden in Yokosuka City. The analysis results yielded values of 
approximately 6144-5470 cal BC for the Yoshii shell mound and 3045-2627 cal BC 
for the Edosaka shell mound. This is consistent with the results from other areas and 
provides essential data for the future construction of high-precision calendar dates. 
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はじめに 
 

 現在、筆者らは三浦半島の縄文・弥生時代の高精度暦年代の構築を進めている（白石・

野内・中村 2016・2022）。これまでの成果から弥生時代の暦年代については、前期から

後期にかけて整理が進んできた。一方で、縄文時代については、執筆者の一人である野

内によって 1990 年までの既知試料を用いた炭素 14C 年代値の集成が行われている（野

内 1990）。しかし、弥生時代に比べ、約 12,000 年という長い期間を持つ縄文時代にお

いて、野内の集成した年代値だけでは三浦半島の縄文時代の歴年代を構築するには足り

ない。そこで、筆者らは、まずは不足している時期のデータを補うことを目的に、新た

に横須賀市吉井貝塚と同市江戸坂貝塚から出土した試料の分析を行うことにした。 
  

1．試料の概要 
 

吉井貝塚 炭素 14C 年代測定を行った試料 1～7 は、2010〜2011 年にかけて急傾斜

地対策工事を原因として実施された第１貝塚下部貝層の発掘調査（野内 2013）で得ら

れた貝層サンプルから抽出した。吉井貝塚に残されている貝塚は第１貝塚と第２貝塚が

地点を異ならせて分布し、両地点とも縄文時代中期後葉の上部貝層と縄文時代早期後葉

の下部貝層が重層して堆積している（第 1 図）。第１貝塚は 1960～1961 年にかけて横

須賀市博物館によって発掘

調査（赤星 1962）が行われ、

貝層はほぼ残っていないと

考えられてきた。 2010～

2011 年の調査では、浅谷の

谷頭に堆積する第１貝塚・

下部貝層南端部が検出され

た。貝層は包含される貝殻

など食物残滓の密度、混入

する土質や灰などの混入物

に変化があり、不整合面を

境界として上部貝層群と下

部貝層群に大別された。上

部貝層群はほぼ水平に純貝

層、混貝灰層、純貝層、混貝

① ２

0 100ｍ

第１図　吉井第１貝塚試料採取地点
　　　 (トーン範囲:削平された旧地形）

① 第１貝塚　②第２貝塚　矢印：試料採取地点
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灰層、混灰貝層、下部貝層群は西傾して

純貝層、混貝灰層、混灰貝層、純貝層が

上層から下層にかけて重層していた

（第 2 図）。試料 1〜4 は上部貝層群、

試料 5～7 は下部貝層群から抽出した。 
江戸坂貝塚 炭素 14C 年代測定を行

った試料 8～12 は、2017 年に店舗建設

を原因として実施された発掘調査（野

内 2018）で得られた貝層サンプルから

抽出した。調査対象地は既存の建物が

存在し、建て替え工事のために文化財

保護措置として立会調査が行われた

が、根切り基礎東南面に貝層（東側貝層

群）が露出し、南西部（南側貝層群）で

は道路面から敷地内にかけての擁壁工
第２図　吉井貝塚試料採取層位
（写真：横須賀教育委員会提供）
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第３図　江戸坂貝塚（2017年調査）貝層分布図（野内 2018から転載）
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事が計画されていた。そのため、東側貝層群の露出した断面の清掃と測量、貝層の層位

別サンプリング、南側貝層群の発掘調査が実施された（第 3 図）。江戸坂貝塚は過去の

発掘調査（大塚・稲村 1997）からその形成時期は縄文時代中期後葉を主体として、中

期中葉まで遡る可能性が指摘されていた（佐藤 1992）。攪乱の存在から、東側貝層群

と南側貝層群の層位的関係は現地で確認できなかったが、貝層の傾斜方向、出土遺物な

どから江戸坂貝塚の貝層の形成は東側貝層群が先行し、その後南側貝層群に移行してい

ったと想定された。試料 8 は東側貝層群最上層に堆積していた貝層で、南側貝層群に連

続していたと考えられる。以下に堆積する貝層から、試料 9（Ⅰ区４層）、試料 10～12
（Ⅰ区５層）を抽出した（第 4 図）。 
 

2．分析の方法と結果 
 

新たに追加試料を用いて、下記の通り分析を行った。 
試料の調製は次のとおり行った。炭化材は酸・アルカリ・酸洗浄の後、燃焼により CO2

ガス化し、骨はコラーゲン抽出を行った後、燃焼により CO2 ガス化し、貝は酸エッチ

ングの後、リン酸との反応により CO2 ガス化し、それぞれグラファイト化した。グラ

ファイト化した試料を、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクト AMS：NEC 製 
1.5SDH）を用いて測定した。得られた 14C 濃度について同位体分別効果の補正を行っ

た後、14C 年代、暦年代を算出した。 
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陸産物の暦年較正には、較正用プログラム OxCal4.4 上で、2023 年時点で最新の較正

曲線 IntCal20 を使用した。また、海産物の 14C 年代は同時代の陸産物と比べて見かけ

上古い値を示し、これは海洋リザーバー効果と呼ばれている。海産の魚類や貝類の 14C

年代に表れた海洋リザーバー効果を補正するために、暦年較正の際に海産物用の較正曲

線 Marine20 を用い、さらに海域差の補正値 ΔR を入力して、出力された較正年代を示

した。なお、ΔR は、Shishikura（2007）が示した 三浦半島における 7 点の値を加重

平均して求めた-27±76 を用いた（第 5 図）。詳細については、表 1 に示した。 

第５図 吉井貝塚・江戸坂貝塚の較正年代推定図 
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測定の結果、吉井貝塚では、暦年較正年代でおおよそ 6144-5470cal BC の幅に収まっ

た。分析の結果、吉井貝塚の上部貝層群及び下部貝層群で大きな年代差は認められなか

った。これは、いくらかの時間差はあれ、ほぼ同じ時期に貝塚が形成されたと判断でき、

出土土器と同様の結果が得られている。また、この時期は滋賀県入江内湖遺跡（遠部ほ

か 2007）の東海系貝殻条痕文系土器群の年代と並行しており、他地域とも対応する年

代を示している。この時期の年代測定は、全国的にも少なく、かつ短期間の急激な寒冷

化イベントである 8.2Ka イベント（Alley et 1l.1997）に相当している。今回の結果は、

そのなかでも海水準の高位安定期の年代が得られた（遠藤・小杉 1990）。吉井貝塚は、

この時期の良好な遺跡であることから、今回の結果を基礎とした詳細な分析が今後望ま

れる。 

次に、江戸坂貝塚の結果であるが、こちらは暦年較正年代でおおよそ 3045-2627 cal 

BC の幅に収まった。これは、勝坂（井戸尻）式から加曽利式の年代幅に収まる（小林

2019）。当該期については、小林謙一によって神奈川県域でも多くの分析が行われてお

り（小林 2006・2008 ほか）、それらと接合していくことで、より詳細な暦年代が解明さ

れていくと思われる。 

 

 おわりに 

 

 今回、吉井貝塚及び江戸坂貝塚の炭素 14C 年代測定を実施した。かつて野内が集成

を行った炭素 14C 年代値では、早期及び後期の測定値が不足していた（野内 1990）。今

回の測定によって、ある程度のデータの蓄積はできたものと思われる。ただし、これで

データが揃ったわけではなく、今後も蓄積を続けていく必要がある。そして、今回はで

きなかったが、かつての集成したデータの再較正や土器型式をコンテクストとしたモデ

ル年代の構築など、行うべき課題は少なくない。引き続き、筆者らは、三浦半島におけ

る縄文時代から弥生時代の炭素 14C 年代測定を継続していくつもりである。 

 

 

謝辞 本稿を草するにあたり以下の機関・方々にお世話になった。 

   伊藤茂、礒口健太郎、舘 勇樹、三縄晴美、横須賀市教育委員会、 

 

本研究は、科学研究費補助金若手研究（課題研究番号: 20K13229「弥生人と魚食文化

－米と魚の食卓の始まりを探る－」研究代表：白石哲也）の研究成果の一部を含む。 
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